
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１２月２０日（金）は、人権に関するビデオを３０分程度視聴し

た後、ささやかな「クリスマスプレゼント抽選会」を行う予定で

す。今月は４０食限定です。皆さまのお越しをお待ちしておりま

す。 

★移動図書館青い鳥号  

３日・１７日（火） 

１５時１０分～１５時５０分 

★瀬戸会館年末大掃除  

８日（日） ９時～１０時３０分 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

 １１日（水） １０時～１０時３０分 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

2024(令和６)年 

★人権･同和教育関係行事 

１０日（火） 愛媛県隣保館長等研修会（西条市） 

★ふれあいフェスタ～ハート FULL 新居浜～ 

２１日（土） １３時３０分～１５時３０分 

（新居浜市市民文化センター） 

 

 

 

 

１１月の人権のつどい日は、講師に、西条市広域 

隣保活動相談員の近藤誠さんをお迎えし、「その人

らしく生ききるために～介護から考える水平社宣言～」の演題でご講演いただきました。 

 近藤さんから、認知症だった父親を看取った経験と後悔を胸に、「人間の尊厳」について、とて

も興味深く、内容の濃い講話を拝聴することができました。認知症の方は「何もわからない、でき

ない人」ではありません。「三匹のタイ」（認められたい、ほめられたい、人の役に立ちたい）とい

う思いは、その人の生きがいとなり、生きる原動力となること。関わる者は、視線を合わせて、ゆ

っくりと、短い言葉でわかりやすく話し、不安な気持ちにさせないように努めること。過介護、押

しつけはその人ができる能力を奪うことになること。「生きる」とは、「使い果たす」ことなど、認

知症について正し、本人ではなく、周りの人が変わることの重要さを実感しました。   

 水平社宣言に「人間は 勦
いたわ

るべきものではなく、尊敬すべきもの」という水平社宣言の精神を象

徴する一節があります。「 勦
いたわ

る」という行為には、勦
いたわ

る人と 勦
いたわ

られるという人が存在します。 

勦
いたわ

る人が一段高いところに立ち能力があるとされ、 勦
いたわ

られる人が一段低いところに立たされ

能力が低いとされます。そして、 勦
いたわ

られる人は、気の毒だから、かわいそうだからと憐れみの対

象とされます。 

 人間として尊重することなく、同情し援助することは、人としての尊厳を奪うことです。介護に

関しても、同様です。認知症の人に対して、 勦
いたわ

るのではなく、対等な立場で接するのが、本来の

介護の在り方です。そのためには、すべての人が自分らしく生き生きと「生ききる」ことのできる

社会づくりが必要であることを学ばせていただきました。 

★ゆめじゅく編集委員会        

９日 (月) １３時３０分～  

★ゆめ喫茶（１００円モーニング）＆抽選会       

２０日 (金) １０時～（1月のゆめ喫茶はお休みです） 

 

 

 

 

 

 

日時：１２月８日（日） ９時～１０時３０分（予定） 

場所：瀬戸会館 

ご参加・ご協力いただく皆さま宜しくお願いします。 

 

 

 

詳細は決まり次第ホームページや LINE でお知らせします。 

12月は、Ｘｍａｓにむけたアイシングクッキー体験を 

実施します。参加を希望される方は、瀬戸会館までお

申し込みください。 

 

  

 

今年は 11 月 11 日（月）にオープニング、12 日（火）にワンコインのワークショップ＆出張 cafe を呼

び、終日和やかに大盛況でした。作品展のタイトルのとおり、まさに「であいの場」となり、様々な繋がり

ができました。1週間で約２００名が来館してくださいました。      

オープニング オカリナ演奏 出張 cafe  

コーヒーを飲みながら談笑  

作品展  

ワークショップ体験 てん刻の実演 

  

 

      

 

 

日時：12月７日（土曜日） １３時～１６時   

場所：瀬戸会館A室B室    

定員：２０名程度   

参加費：2,５00 円（材料代）    

講師： Ally  冨田 芙美      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芥川龍之介の有名な文学作品に『蜘蛛の糸』があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

主人公のカンダタには「譲る」という余裕がなかったのです。物語の場面は、死んだあの世の話であり、極

端な例です。しかし、極端な例だからこそ、わかりやすいのではないでしょうか。生きているこの世の世界で

も、通じる内容です。 

自分のことは後回しにして、他の人々を先に立ってもらおうとすれば、人から慕われて、自分らしく生きられ

る。また、無心の心をよく守り、世の中のプラス・マイナスの考えの外に身を置いて、人のために尽くせば多く

の人から大切にされて、自分らしく明るく、元気に生きられる。他人の利益を考えると、いつしか自分が得をす

る。自分の利益ばかり考えて行動すると、いつしか孤独になって、淋しい人生を送ることになる、『蜘蛛の糸』

は、そんなこと教えてくれているのではないでしょうか？ 

さらに、もう少し私なりに、この物語を深掘りしてみました。大勢の罪人が蜘蛛の糸を登りましたが、糸は切

れませんでした。しかし、カンダタの我欲（エゴイズム）にまみれた意志が、糸を切ってしまいました。(お釈迦

様が切ったのではありません)。糸は初め、なぜ切れなかったのか。その後、なぜ切れたのか。ここに、仏教の

教えがあると思います。カンダタは蜘蛛の糸を目にすると、それにすがって、よじ登ろうとしました。そして彼の

我欲によって再び地獄に転落しました。しかし、この過ち（我欲）について考え、そこから得られる反省がカン

ダタの自覚（自らの過ちを浄めることができるのは、自らしかない）を促し、それが救いにつながる

可能性がある。お釈迦様は、そのようなことを見越して蜘蛛の糸を垂らしたのではないでしょうか。それが、慈

悲の行為であると、芥川龍之介は伝えたかったのではないでしょうか。私の勝手な、想像ですが…。 

人は誰しも大なり小なりの差別心や偏見をもっています。自らの過ちを浄めることができるのは、自らしかな

いならば、差別心や偏見を克服していくことができる力があるのは、自分しかないということです。私も、自ら

の差別心や偏見を自らの手で克服していかなければならないと、『蜘蛛の糸』から考えさせられました。 

※１１月１９日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①今月のゆめ喫茶（100円モーニング）は、１２月２０日（金）に開催します。                      

②瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。お気軽にご相談ください。 

 

主人公はカンダタという悪人で、死んだ後に地獄に落ちてしまいますが、過去に一度

だけ蜘蛛の命を助けたことがありました。それを思い出したお釈迦さまは、彼を地獄から

救い出してやろうと、一本の蜘蛛の糸をカンダタめがけておろしました。暗い地獄で天か

ら垂れて来た蜘蛛の糸を見たカンダタは、この糸を登れば地獄から出られると考え、糸

につかまって昇り始めました。ところが途中で疲れてふと下を見おろすと、数多くの罪人

たちが自分の下から続いて来ます。カンダタは、蜘蛛の糸が切れてはいけないと、下に

向かって大声で「この蜘蛛の糸はおれのものだぞ。」「お前たちは一体誰に聞いて登っ

て来た。」「下りろ。下りろ。」とわめきました。すると突然、蜘蛛の糸はカンダタがいる部

分でぷつりと切れてしまい、彼は罪人たちといっしょに暗闇へと、まっさかさまに落ちてい

きました。 

この一部始終を上から見ていたお釈迦さまは、悲しそうな顔をして蓮池を立ち去って

行きました。 


